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資料編 1 子供と読書に関するアンケー ト調査について

調査の概要

本調査は、「岩国市子 どもの読書活動推進計画 (第二次 )Jの策定に向け、子供の読
書の現状 と課題 を把握す ることを 目的 として実施 した。

1 児童・ 生徒向け調査

(1)調 査の 目的
読書離れが進んでいると言われている世代で、家庭や学校で どの よ うな読書の

方法 を取つているのか。 また、 どのよ うな方策 を した ら、もつ と読みた くなるの

かを把握す るため。

121 調査の方法

市内小学校 3校、中学校 3校 、高校 2校 を通 じて、配布・ 回収 した。
小 。中学校は、小規模校 。中規模校・大規模校 を各 1校ずつ。

高校は、普通科高校 と実業高校 を各 1校ずつ。

学年は、小学 4年生、中学 2年生、高校 2年生。

実施校

小学校・・・美和西、由宇、岩国

中学校・・・ 高水、玖珂、川下

高校  ・・・岩国、岩国商業

131 調査期間

平成 26年 7月 初旬か ら中旬

14)回 答数
小学生

中学生

高校生

193人

299人

428人

※ 今 回の調査において、学校 図書館 に置いてある種類のマ ンガは、読書の対象 と
しての本 としま した。
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2 ブ ックスター トに関す る調査

位)調 査の目的
ブックスター ト参加者のその後の読書環境を調査 し、今後の読書活動推進の方

策につなげていくため。

121 調査方法

岩国市保健センター及び岩国市こども館で、来館者 (保護者)に ブックスター

トを受けたことがあるかを尋ねて、該当者に回答を求めた。

(9 調査 日
0岩国市保健センター              ・

平成 26年 7月 24日 (木 )、 8月 7日 (木 )、 28日 (木 )、 9月 11日 (木 )

(3歳児健診時 )
0岩国市こども館
平成 26年 7月 ～ 8月

14)回答数 225人
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1 児童・生徒向け調査

Ql 読書 (本を読むこと)がすきですか。

きらい
5%

どちらかとい

え|よ、きらい
4%

どちらかとい

えば、すき
33%

きらい

どちらかといえ

ば、きらい

11%

どちらかといえ

ば、すき

35%

調 査 結 果 ※類似した記述回答は主なものにまとめました

58%

50%

きらい
7%

すき

すき

どちらかといえ

ば、きらい

14%

すき
41%

どちらかとえい

ば、すき

38%

人数 すき どちらかといえIよ、すき どちらかといえば、きらい きらい
193 113 62 8 10

すき どちらかといえば、きらい きらい人数 どちらかといえば。すき

299 149 104 34 12

人数 すき どちらかといえば、すき どちらかといえIよ、きらい きらい 無回答
1生 計 428 176 160 60 31



人 数 (1) ② ③ ④ ⑤ ⑥

と生計 193 116 140 93 32 9 14

Q2 本を読みたいとき、どのように手にいれますか。
(あてはまるものに、いくつでもOをつけてください)

0 50     100     150

①本屋で買う(買つてもらう)

②学校の図書室

③市の図書館

④友達からかりる

⑤電子暮籍

⑥その他

※その他 ・・ 。 ・家にある本
・いとこにかりる

①本屋で買う(買つてもらう)

②学校の図暮室

③市の図書館

④友達からかりる

⑤電子喜籍

⑥その他

※その他 ・・・ 。家にある本
。兄弟から借りる

①本屋で買う(買つてもらう)

②学校の図書室

③市の図書館

④友達からかりる

⑤電子書籍
⑥その他

0     50    100    150    200    250    300

・おばあちゃんからもらう
。古本市

・マンガ本しか読まない

0      50     100    150    200    250    300    350    400

‐ 37
45

■■■ 73

■ 111

- 25
E6

人 数 (1) (2) ③ (4) ⑤ ⑥

299 277 33 42 95 16 10

人 数 (1) ② ③ ④ ⑤ ⑥

計 428 373 45 73 111 25 6

※その他 ・・・  ・先生から借 りる 。ネット



Q3 1か 月でどのくらい本を読みましたか。

読んでい 無回答

ない4%
1～ 5冊

23%

6～ 10
冊

21%

読んでい

ない
4%

10冊以上

4%

読んでい

ない34%

10冊以上

52%

10冊以上
6%

6～ 10冊
18%

6～ 10冊

5%

人 独 10冊以上 6～ 10冊 1～ 5冊 読んでいない 無回容
計 193 100 40 43 8 2

人 数 0冊以上 6～
1

0冊 ～ 5冊 読んでいない

計 299 18 54 215 12

人 数 10冊以上 6～ 10冊 1～ 5冊 読んでいない
二冨・ト 428 16 2電 247 145



Q4 【Q3で「④読んでいない」と答えた人へ】本を読まないのはなぜですか。
(あてはまるものに、いくつでもOをつけてください)

い

人数 193 299 428

※その他 ・・・ ・パソコン (小学生)
・めんどくさい (中学生)
。いろいろ (高校生)′
。既に読んでいる本しか持っていない (高校生)
・読もうと思わない (高校生)
・本を読んだら眠くなる (高校生)
・他にやりたいことがある (高校生)

小学生 中学校 高 校

Q3で「④読んでいないと答えた人 8 12 145

読むのはつまらない 1 6 25

友達と遊ぷ方が楽しい 4 4 40

いそがしい→理由はA～ D(下記) 8 84

何を読んだらいいのかわからない 0 0 16

読みたい本が手に入らない 3 2 13

A:勉強 2 1 31

2 4 58B:習い事。部活動

C:ゲーム・テレビロスマホ 3 6 19

D:その他→記述回答ヘ 2 1 6



Q5 1週 間のうち何回くらい、学校の図書室に行きますか。

毎日

6%
行つていない

12%

週に3～4回

37%

週に1

45%

毎日

週に1～ 2

回22%

行つてし

い74%

4欝
日

週

毎日

2%
週に3～ 4日

3%

週に1～ 2回

9%

行つてい

86%

人 数 握 日 3～4回 : 1～2回 1行うていない

193 12 72 86 23

人 数 '握 日||| ●3｀4回 1～2回 | 行うていない
計 220299 7 67

1行oていない人 数 「1珂巫日学■Ⅲ3～4回ギ11-2匡],
428 7 13 40 366 2



2週間に1回 月 電回 た ま 行つたことがない 無回答人 数 週に1回以上

生計 193 22 35 21 102 10 3

Q6 市の図書館や自動車図書館に行つたことはありますか。

無回答

2%

行つたことがない

5%

たまに
54%

週に1回以上

12%

2週間に1回くらい

18%

月に1回くらい

11%

週に1回以上

1%
2週間に1回くら

い

2%
行つたことが

ない
14%

行つたことが

ない 16%

月に1回くらい

6%

たまに
77%

週に1回以上

無回答
2週間に1回

くらい 1%

月に1回くら

い6%

たまに
75%

た女に 行つたことがない人 数 週に1回以上 2週間に1回 月 1回
6 17 232 42三音「 299 2

無 回 答人 数 週に1回以上 2週間に1回 炉 1[] たまに 行つたことがない

3428 8 5 26 319 67



Q7 で

こ

６
た
Ｑ

つ

Ｉ

行
「⑤行つたことがない」と答えた人へ】
とのない理由は何ですか。

(複数回答あり)

人数 194 300 428

※いそがしい理由・

※その他 。・・

・友だちと遊んでいるから
。部活や習い事 (中学生)
・委員会や給食 (中学生)
・都活や宿題 (高校生)

(小学生)

・読まない (小学生)
。図書館に読みたい本がないから (中学生)(高校生)
・小学生がうるさいから集中して読めない (中学生)
・本のジャンルが典型的なのしかないから (高校生)
・行く理由がない (高校生)
・めんどくさい (高校生)

中学校 高校小学校

Q6で「⑤行つたことがない」と答えた人 10 42 67

l日とい 2 8 22

図書館がどヨこあるかわからない 2 6 6

興味がない 5 18 36

いそがしい→理由は、記述回答ヘ 5 7 12

その他→記述回答ヘ 1 6 4



Q8 どうしたら、もつと本を読みたくなりますか。
(あてはまるものに、いくつでもOをつけてください)

人 数 (lD ② (3) (4) (5) (6) (7) ③ (9)

ヨ生計 193 90 84 43 27 101 107 90 55 8

0 50 100 150

①本屋や市の図書館が近くにあるとよい

②本屋や市の図書館に家族や友達と行けるとよい

③行つてみたいと思う図書館が、岩国市内にあるとよい

④行つてみたいと思う図書室が、学校にあるとよい

⑤本を読める時間があるとよい

⑥楽しい本が身近にあるとよい

⑦自分に合う本をすすめてくれるとよい

③本をゆつくり読める場所があるとよい

③その他

27

84

8

55

101

107

人 数 (1) (2) ③ (4) (5) ⑥ (7) 0 (9)

計 299 150 63 24 13 134 177 82 38 10

0 50 100 150 200

①本屋や市の図書館が近くにあるとよい

②本屋や市の図書館に家族や友達と行けるとよい

③行つてみたいと思う図書館が、岩国市内にあるとよい

④行つてみたいと思う図書室が、学校にあるとよい

⑤本を読める時間があるとよい

⑥楽しい本が身近にあるとよい

⑦自分に合う本をすすめてくれるとよい

③本をゆつくり読める場所があるとよい

③その他

13

24

63

1

10

82

17

150

人 数 (1) ② ③ ④ ⑤ ⑥ (7) ③ ③

三号予ト 428 149 38 15 12 233 161 86 28 14

0 50 100 150 200 250

①本屋や市の図書館が近くにあるとよい

②本屋や市の図書館に家族や友達と行けるとよい

③行つてみたいと思う図書館が、岩国市内にあるとよい

④行つてみたいと思う図書室が、学校にあるとよい

⑤本を読める時間があるとよい

⑥楽しい本が身近にあるとよい

⑦自分に合う本をすすめてくれるとよい

③本をゆつくり読める場所があるとよい

③その他

田■■田■■■■日 31

■■■ 15

‐  12

149

233■■ 161

■■■■■■■■ 8(

■田田■■■ 28

日■■ 14



くQ8の記述回答〉

③行つてみたいと思う図書館が、岩国市内にあるとよい
→ それはどんな図書館ですか?
小学生
・いろんなおもしろい本があるところ
。どんな本でもある図書館
・ 6時ごろまであいている図書館
。フタバ図書のような図書館
・岩国図書館
。中央図書館
。みためがたのしそうなの
。しずかでおちついて本にぴつたりな風景
。しんわやこわいはなしがある図書館

中学生
・マンガばっかりおいてある図書館
。いろいろな本が置いてある (ケータイ小説)
。一つのシリーズ専門店
。最近の本や興味がある本がたくさんある
。静かで好きな本がたくさんある
。勉強する時に参考にできる本
・私の好みの本がたくさんあるところ
。広い
。何が置いてあるかわかりやすい図書館
。売店がある
。本を買うことができる図書館
。いろいろな専門書があるところ
。堅苦しくなく勉強できる部屋がある

中学生
。新しい本が多くある
。静かで本が多い
。文庫本がたくさんある
。有名な作者が書いた本がある
。店で売つている本がある
。いろいろな専門書があるところ

どん な場所 ですか ?
中学生
・静かな場所
・ 自分だけの空間
・柔らかいソファーがある
。図書館で友達と話しながら読める、飲食OK
。例えば、図書館みたいに静かなところ
。1人部屋
。うるさくなくて気温が良い
。自分が読みたい本がそろえて
あるような図書館

高校生
。でつかい図書館
。貸借のシステムが簡単な図書館
・希望した図書が確実に手に入る図書館
。様々なジャンルの本がある
。カフェが併設されている
。飲食ができる図書館
・冷房が効いていて暑くない
。学習室が多い

④行つてみたいと思う図書室が、学校にあるとよい
→ それはどんな図書室ですか?
小学生
。本がたくさんあって、静かなところ
・オリジナリティーがある図書室
。あたたかさのある図書室
・楽しい本がある
。すべての本がある
。全部の本がマンガ
。読んだ本のDVDが あるところ
す毎日か週に一回ぐらいすべての本をかえる
。岩国小学校

高校生
。いつもクーラーが効いている
。大量の本、様々なジャンルの本がある
。新刊が多い
。隣にカフェがある
。うるさい人がいない

⑤本をゆつくり読める場所があるとよい
小学生
・見通しが良くて静かな図書館
。静かな場所
。1人用の部屋
。家
・何時間読んでも良い図書館
。すぐ本が取れる場所
・外
・ 自分の部屋
・ちょうどいい温度

→



高校生
・読書スペースがある図書館
・静かな場所
・ PCカ フェの本バー
・ 自然が多くて快適
。1人で読む空間
・涼しいところ

⑥その他
小学生
・ 自分がもつと読みたくなる本があると良い
。本の遊園地があるとよい
。読書の時間があつたらよい
。図書カー ドがたくさんあったらよい
。好きな本のしゅるいがいつばいあったらよい
。自分がもつと読みたくなる本があるといい

高校生
・古本屋が近くにあるとよい
。本の価格をもう少し安くしてほしい
。本を買うお金があるとよい
。授業の中で読める時間があるといい
。珍しい本があれば読みたくなる

中学生
・個室
・古本屋が近くにあるといい
。マンガ、小説を増や してほしい
。自分が好きなアニメの小説
・面白い本があるとよい

また、そのことを知る情報源があるとよい
。シリーズがぬけなくそろつてるとよい
。どうやつても読みたくならない

・学校で本を読みやすい空間を増やしたらいいと思う
。カフェと一緒になつている図書館や本屋
。どうしたら読みたくなるのかまつたくわかりません



2 ブックスタートを受けられた方への調査

Ql ブックスタートを受けられましたか。

人 他市町村名 (ブックスター トを受けた年齢)

沖縄県南風原町 (1才 6ヶ月)
広島県三原市 (1才)     

´

愛媛県新居浜市 (6ヶ月)
大阪市 (1才 )
山陽小野田(1才 )
和木町 (1才 6ヶ月)
周防大島町 (1才 )
山口市 (0才 6ヶ月)
下関市 (1才 6ヶ月)

(年齢は、アンケー トの回答による〉

活用して

いない
3% かなり活

用してい

ほぼ毎日
26%

獅朋％

Q2 ブックスタートで受け取つた絵本を、活用しています (しました)か。

る31%

Q3 ブックスタートを受ける前に、お子さんと絵本を読んでいましたか。

読んでいな 回答0。5%

あまり活

用してい

ない7%

たまに
31。S%

週に4～ 5

回11%

週に1～3
回27%

岩国市 213

堕i市田T本寸で受けた 12

ヒ ) 69
ヽ 133

ヽした) 16
6導

州 ヽ

犀日 58
4～ 5 25

60～3回
r 72
ヽ 9

答 1



二日 75

=き
どき 138
まとんど誘まない 6

疑回答 6

Q4 ブックスタートを受けた後、お子さんと絵本を読んだりすることが
ありますか。

誰が つでも)
(人 )

(おじ・おば)

Q5 ブックスター トを受ける前に、子どもさんの本を借りるために、
図書館に行かれたことはありますかも

Q6 ブックスタートを受けた後に、子どもさんの本を借りるために、
図書館に行かれたことはありますか。

Q7 現在、岩国市の図書利用券をお持ちですか。

母 親 211

父親 95
祖 母 46

租 父 14

きようだい 39
その他 2

まい 108

,ヽい え 6

曜回答 1

:い 126
い い

●ヒ 99

は い 138

いいえ 85
無 回 答 2



絵本がもらえてうれしかつた 167

楽しかつた 113

子どもとのコミュニケーションに役立ちそうだと感じた 84

絵本を読んだ時の子どもの様子を見られてよかつた 69

赤ちゃんも絵本に関心を示すことがわかつた 55

バッグがもらえてうれしかつた 52

赤ちゃん連れで行ける施設や催しの情報が得られてよかつた 26

23ほっとする時間が持てた

子どもと絵本を読むのは難しいと感じた 4

その他 5

Q8 ブックスタートを受けてどのように感じられましたか。
(Oはいくつでも)

(その他の内容)

他市のように絵本が選べたらなと感じた。

兄の時と同じ絵本だつたので、違うものがほしかつた。

第 2子で絵本は家にたくさんありましたし、頂いた本はすでにもつているものでした。

選べるとよいと思います。

子どもが自分のものと自覚するようになつて良かつた。

Q9 岩国市に今後もブックスター ト事業を続けてほしいと思いますか。

あまりそう
無回答

やや

そう思う

11%

思わない

1%

(欄外に記述)
本を渡すと破るのでもう少し大きくなるまで大事にしまってあります。

ヽ

そう思う 192

ややそう思う 24

あまりそう思わない 2

そう思わない 0

無回答 7



資料編 2  本 と出会える場所
0図書館・サービスポイント

0文庫等

*平成26年度に本郷ふるさと交流館内に図書室が設けられました。

●書店

中央図書館 岩国市南岩国町四丁目52番 1号 TL31-0046

中央図書館麻里布分室 岩国市麻里布町七丁目1番 2号 TL22-5845

岩国図書館 岩国市岩国四丁目4番 15号 Th41-0880

由宇図書館 岩国市由宇町中央一丁目1番 15号 TEL63-5117

玖珂図書館 岩国市玖珂町4961番地 TEL82-4444

周東図書館 岩国市周東町下久原1201番地 1 TEL84-1765

錦図書館 岩国市錦町広瀬6487番地 4 TEL72-2246

美和図書館 岩国市美和町渋前1751番地 TEL95-0005

本郷ふるさと交流館 (サービスポイント) 岩国市本郷町本郷2082番地 TEL75-2056

美川コミュニティセンター (サービスポイント) 岩国市美川町四馬神1057番地 TEL76-0211

川下くすのき文庫 (寿供用会館) 岩国市)II下町一丁目1番28号

灘さざなみ文庫 (灘供用会館 ) 岩国市藤生町一丁目10番 14号

ひがし文庫 (働 く婦人の家) 岩国市昭和町
二丁目12番 16号

玖珂こどもの館 岩国市玖珂町5330番地 TEL82-5446

こども館 岩国市桂町二丁目6番 1号 TEL24-0888

しゅうとう児童館 岩国市周東町下久原■69番地 1 TEL84-0112

わかば児童館 岩国市周東町上久原1075番地 2 TEし84-4456

美川コミュサィセンター図書コサー (美川コミュニティセンター内) 岩国市美川町四馬神1057番地 TEL76-0211

本郷図書室 (本郷ふるさと交流館内) 岩国市本郷町本郷2103番地 TEL75-2056

文庫 「そらいろのおうち」 岩国市尾津町二丁目44番22号 (長光宅) TEL31-0533

まつたけ文庫 岩国市美和町渋前1337番地 (松田歯科医院) TEL95-0118

ヴィレッジヴァンガード (ゆめタウン南岩国店) 岩国市南岩国町一丁目20番30号  1絶L34-1011

大庭書店 岩国市周東町下久原1016番地 ITEL84-0003

ことぶき堂書店 岩国市玖珂町5081番地 ITBL82-3141

シネマ館玖珂店 岩国市玖珂町895番地 2 ITEL82-6060

都野書店 (ゆめタウン南岩国店) 岩国市南岩国町一丁目20番30号  |れL32-6377

明屋書店南岩国店 岩国市南岩国町三丁目8番    ITEL34-1155

フタバ図書GIGAフ レスタモール岩国店 岩国市室の本町一丁目2番38号
ITEし
30-0300
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●古書店

文化教材社 古書部 岩国市麻里布町六丁目9番 29号 ITEL23-1161

古書倶楽部 岩国市周東町下久原1334番地 1  1TEL84-2030

●保健センター・公民館

*このほかの保健センター 。公民館にも絵本や児童書が少しあります。

0その他

※子供たちが、地域の中で本と出会うことができる場所です。
この他幼稚園、保育所、小学校、中学校、高等学校等で日常的に本と出会うことができま

す。

岩国市保健センター 岩国市室の木三丁目1番 11号 TEL24-3751

岩国市由宇保健センター 岩国市由宇町中央一丁目10番 11号 TEL63-3111

岩国市周東中田公民館 岩国市周東町中山 2番地 TEL84-2622

岩国学校教育資料館 岩国市岩国三丁目1番 8号 T阻41-0540

江戸後期からの教科書や教育資料を展示している。また、郷上、民俗資料なども展示している。

岩国市科学センター 岩国市麻里布町六丁目14番 25号 TEL22-0122

科学関係の図鑑類を所蔵し、開館時間内に開放している。

サンライフ岩国 岩国市横山二丁目7番28号 TEL43-3505

岩国ロータリークラブによる寄贈の絵本が約100冊ある。貸出もしている。

本郷山村留学センター 岩国市本郷町本郷2083番地 1 TEL63-1513

児童書約500冊 を置いている。

山口県由宇青少年自然の家 (山口県ふれあいパーク) 岩国市由宇町字深山2273番地 2 TE■63-1513

各階の談話コーナーに子供向けアクトドアの本や図鑑等、約150冊を置いている。

リサイクルプラザ 岩国市平田二丁目12番 30号 TL32-5303

本の寄付を受け付け、安く販売している。
(ツ サイクルプラザ内エコフレンズいわくに TEL32-5371)
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岩国・由宇地区

巷国市保健センター
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科学センター

文化教材社 古書部

中央図密館麻里布分室
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岩国市役所

川下くすのき文庫(毒供用会館)
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資料編 3 子供の読書をめぐる動き

2000

2001

2002

(平成 12年 )

(平成13年 )

(平成14年 )

市 内

文部科学省「子どもの読書活動推進
モデル事業」 (岩国市図書館)～ 2003

2003 (平成 15年 )

2004(平成 16年 )

2005 (平成 17年 )

2006(平成 18年 )

2007 (平成 19年 )

文部科学省「読書活動優秀実践図書

館」表彰 (岩国市中央図書館 )

岩国市子どもの読書活動推進計画策
定

支部科学省「生きる力をはぐくむ読

書活動推進事業」 (指定校 :岩国小
学校・岩国中学校)～2005

岩国地区 8市町村合併

国民文化祭やまぐち全国こどもブッ
クフェスタ (玖珂町)

文部科学省 「読書活動優秀実践図書
館」表彰 (玖珂図書館 )

岩国市教育基本計画策定 ooo7-2010

2008

2009

2010

2011

2012

(平成20年 )

(平成21年 )

(平成22年 )

(平成23年 )

(平成24年 )

文部科学省 「青少年のためのオー

サー 。ビジット事業」 (岩国市図書

館 )

岩国市子どもの読書活動推進計画

(第二次)策定

岩国市ブックスター ト事業を開始

「家読 (う ちどく)キャンペーン」
を実施 (岩国市図書館)

岩国市教育基本計画策定 ゃo12-2010

2013(平成25年 )

-2014(平
成26年 ) 中央図書館開館20周年

2015(平成27年 ).岩国市子どもの読書活動推進計画
|(第二次)策定
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国 。県

子ども読書年

「子どもの読書活動の推進に関する

法律」公布

子どもの読書活動の推進に関する基

本的な計画策定

学校図書館図書整備 5か年計画
(2002-2006)
学校図書館法改正により12学級以上
の学校への司書教諭配置の義務化

山日県子ども読書活動推進計画策定

文字 。活字文化振興法公布・施行

教育基本法改正

学校教育法等教育関連 3法改正

新学校図書館図書整備 5か年計画

文都科学省「子どもの読書サポー

ターズ会議」～2009

子どもの読書活動の推進に関する基

本的な計画 (第二次計画)策定

山口県子ども読書活動推進計画 (第
2次計画)策定

国民読書年

図書館の設置及び運営上の望ましい

基準の改正

子どもの読書活動の推進に関する基

本的な計画 (第二次計画)策定
山口県子ども読書活動推進計画 (第
3次計画)策定

1学校図書館法改正により学校司書の
1法制化 (平成27年 4月 1日施行 )



資料編4 子どもの読書活動の推進に関する法律
【平成 13年 12月 12日法律第 154号】

(目的)

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体
の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項を定めることによ

り、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もつて子どもの健やかな

成長に資することを目的とする。

(基本理念 )

第二条 子ども (おおむね十人歳以下の者をいう。以下同じ。)の読書活動は、子どもが、言葉を学
び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けて

いく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆ

る場所において自主的に読書活動を行 うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進

されなければならない。

(国の責務)

第二条 国は、前条の基本理念 (以下「基本理念」という。)にのっとり、子どもの読書活動の推進
に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。

(地方公共団体の責務)

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏まえ、
子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。

(事業者の努力)

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たつては、基本理色にのつとり、子どもの読書活動が推
進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものとする。

(保護者の役割 )

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極的な役
割を果たすものとする。

(関係機関等との連携強化 )

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよう、学
校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に努めるものと

する。

(子ども読書活動推進基本計画)

第人条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、子ど
もの読書活動の推進に関する基本的な計画 (以下「子ども読書活動推進基本計画」という。)を策
定しなければならない。

2 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告するとと
もに、公表しなければならない。

3 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。

(都道府県子ども読書活動推進計画等)

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県における子
どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読書活動の推進に関する

施策についての計画 (以下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。)を策定するよう努めな

r
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ければならない。

2 市町村は、子ども読書活動推進基本計画 (都道府県子ども読書活動推進計画が策定されていると
きは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画)を基本とするとともに、

当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書

活動の推進に関する施策についての計画 (以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。)を策

定するよう努めなければならない。

3 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画を
策定したときは、これを公表しなければならない。

4 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画の変更につ
いて準用する。

(子 ども読書の日)

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的
に読書活動を行 う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。

2 子ども読書の日は、四月二十二日とする。

3 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなければな

らない。

(財政上の措置等)

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため必要な財政
上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。

附 則

この法律は、公布の日から施行する。

O 衆議院文部科学委員会における附帯決議
政府は、本法施行に当たり、次の事項について配慮すべきである。

一 本法は、子どもの自主的な読書活動が推進されるよう必要な施策を講じて環境を整備 していくも
のであり、行政が不当に干渉することのないようにすること。

民意を反映し、子ども読書活動推進基本計画を速やかに策定し、子どもの読書活動の推進に関す

る施策の確立とその具体化に努めること。

子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において、本と親しみ、本を楽しむことができる環境づく

りのため、学校図書館、公共図書館等の整備充実に努めること。

四 学校図書館、公共図書館等が図書を購入するに当たつては、その自主性を尊重すること。

五 子どもの健やかな成長に資する書籍等については、事業者がそれぞれの自主的判断に基づき提供
に努めるようにすること。

国及び地方公共団体が実施する子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業への子どもの参加につい

ては、その自主性を尊重すること。
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資料編 5 子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画
【平成25年 5月 17日 閣議決定】

この計画は,子 どもの読書活動の推進に関する法律 (平成13年法律第154号)第 8条第 3項に
おいて準用する同条第 2項の規定に基づき,国会に報告するものである。

第 1章 はじめに
子どもの読書活動は,言葉を学び,感性を磨き,表現力を高め,創造力を豊かなものにし,人
生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであり,社会全体で積極的
にそのための環境の整備を推進 していくことは極めて重要である。また,平成23年 3月 に発生し
た東 日本大震災後,被災地の多くの子どもたちが不安に直面していた際,全国から寄附された本
や絵本が子どもたちの心のよりどころとなり,生きる希望を与えた。このことからも,読書活動
は,子どもが未来をたくましく切 り拓くための活力の源となることが改めて認識されている。
平成13年に「子どもの読書活動の推進に関する法律」 (平成13年法律第154号。以下「推進法」
という。)が成立した。推進法は,子どもの読書活動の推進に関し,基本理念を定め,国及び地
方公共団体の責務等を明らかにするとともに,国が「子どもの読書活動の推進に関する基本的な
計画」 (以下「基本計画」という。)を策定 。公表すること,4月 23日 を「子ども読書の日」と
すること等を定めることにより,子 どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推
進を図り,も つて子どもの健やかな成長に資することを目的としている。
また,推進法第 8条第 1項の規定に基づき,政府は,平成14年 8月 に,全ての子どもがあらゆ
る機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行 うことができるよう,環境の整備を積極的
に推進することを基本理金とする最初の基本計画 (「第一次基本計画」)を定め,家庭,地域 ,
学校等の連携・協力を重視 した施策に取り組んだ。平成20年 3月 には,第一次基本計画策定後の
社会情勢や子どもの読書活動を取り巻く状況の変化等を踏まえ,第二次基本計画を定めた。
第二次基本計画期間中においては,図書館法 (昭和25年法律第118号)の一部改正法の成立 ,
「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」 (平成24年文部科学省告示第172号。以下「望まし
い基準」という。)の改正等,子どもの読書活動に関連する法制上の整備がなされるとともに ,
国会決議により平成22年を「国民読書年」とすることが定められた。
また,地方公共団体においても,子 どもの読書活動の推進を目指 した取組が実施されてお り,
平成18年度末までに全都道府県が「都道府県子ども読書活動推進計画」 (以下「都道府県推進計
画」という。)を策定し,社会情勢等の変化に応 じて適宜見直しを行つている。市 (特別区を含
む。以下同じ。)町村にひらおいても,平成23年度末現在,約54%が 「市町村子ども読書活動推
進計画」 (以下「市町村推進計画」という。)を策定している。
このように,国及び地方公共団体は,子 どもの読書活動の推進に関する様々な取組を行つてい
るものの,依然として,学校段階が進むにつれて子どもの読書離れが顕著になる傾向は改善され
ていないこと,町村では市町村推進計画の策定率が低く地域によって大きな差が見られること等 ,
課題も見られる。
このような第二次基本計画期間における成果や課題,諸情勢の変化等を検証した上で,こ こに
新たな「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」 (「第二次基本計画」。以下「本計画」
という。)を定めることとする。本計画は,今後おおむね 5年間にわたる施策の基本的方針と具
体的な方策を明らかにするものである。なお,本計画中の数値 目標は,子 どもの読書活動の推進
に必要と考えられる施策を行 う上での取組の目安として掲げるものであり,地方公共団体に対し
て,数値目標の達成について特段の施策の実施を義務付けるものではない。

第 2章 第二次基本計画期間における取組と課題
1.第二次基本計画期間における取組 。成果
第二次基本計画期間において,次のような取組がなされた。

- 52 -



(1)家庭・地域における取組
① 図書館数が漸増しており過去最高となつた (平成20年 :3,165館 ,平成23年 :3,274館 )。
(平成20年度及び平成23年度文部科学省社会教育調査)

② 児童室を有する図書館が増加した (平成20年 :1,938館 ,平成23年 :2,059館 )。 (平成20

年度及び平成23年度文都科学省社会教育調査)

③ 図書館の児童への貸出冊数
1(年
間)が過去最高となつた (平成19年度 :約 1億 3,420万冊 ,

平成22年度 :約 1億7,956万冊)。 (平成20年度及び平成23年度文部科学省社会教育調査)

④ 図書館において読み聞かせなどのボランティア活動を行う者が増加した (平成20年 :9万 8

千人,平成23年 :11万 2千人)。 (平成20年度及び平成23年度文部科学省社会教育調査)
⑤ 子どもが主体的に読みたい本を選択するために有効な手段であるオンライン閲覧目録

(OPAC)2導入率 (市町村立図書館)が上昇した (平成20年 :84,4%,平成23年 :87,3%)。

(平成20年度及び平成23年度文都科学省社会教育調査)

(2)学校等における取組
① 全校一斉の読書活動を行 う学校の割合が増加 した。とりわけ,朝の始業前に行われる「朝読

書」は広く普及した (平成 19年 :′よヽ学校94。 4%(92.3%),中学校 84.1%(92.2%),高 校36。 9%
(80。 8%),平成24年 :ノ Jヽ学校96.4%(91.6%),中 学校88。 2%(94.5%),高校40。 8%(78.8%))。

ただし,()内 は朝の始業前に実施 しているもの。 (平成 19年度及び平成24年度文部科学省学

校図書館の現状に関する調査)

② 司書教諭の発令は,12学級以上のほとんどの学校で行われている (平成19年 :小学校99。 2%,

中学校 98。 5%,高校96。 2%,平成24年 :小学校99.6%,中学校98。 4%,高校 95。 9%)。 11学
級以下の学校でも増加傾向にある (平成19年 :小学校17.6%,中学校24.0%,高 校24.6%,

平成24年 :小学校23.9%,中学校27.4%,高校25。 3%)。 (平成19年度及び平成24年度文部
科学省学校図書館の現状に関する調査)

③ 学校図書館担当職員 (いわゆる学校司書)を配置する学校の割合が小学校,中学校において
は増加傾向にある (平成19年 :小学校35.7%,中 学校 37。 1%,高校70,8%,平成24年 :小学
校47.8%,中 学校48。 2%,高校67.7%)。 (平成19年度及び平成24年度文部科学省学校図書館
の現状に関する調査)

④ 「OECD生徒の学習到達度調査」 (2009年調査)に よると,我が国の子どもの読解力は,国際
的に見て上位 となつている (2006年調査 :15位/57か国・地域,2009年調査 18位/65か国・
地域)。

2.第二次基本計画期間における課題
第二次基本計画期間を経て,次のような課題が見られる。

(1)学校段階が進むにつれて読書離れが進む傾向
子どもの読書活動の状況を見ると,依然として,学校段階における差が生じている。平成24

年度に行われた (社)全国学校図書館協議会の学校読書調査によると,1か月間に 1冊も本を読
まなかつた「不読者」の割合 (不読率)は,小学生4.5%,中学生 16。 4%,高校生53.2%と ,学
校段階が進むにつれ読書離れが進む傾向にあることから,と りわけ,中学生 。高校生の世代に関

して,読書活動を促す取組を更に進めることが重要である。

(2)地域における取組の差が顕著
「平成23年度都道府県及び市町村における「子ども読書活動推進計画」の策定状況に関する

1平成 22年度は「児童用図書の貸出冊数」。
2ォンライン閲覧目録 (OPAC):利 用者が図書館の蔵書資料を検索するために用いるコンピューターされた日録。利

用者が直接端末機からオンラインで図書館のコンピュータ
エと接続 し,蔵書データベースを検索できる。OPACは ,

Online Public Access Catalog の略。
- 53 -



調査」 (文部科学省)によると,市町村推進計画の策定率 (平成23年度末)は,市71,1%,町
41.0%,村29.7%であり,町村の策定率が低くなつている。また,「平成23年度社会教育調査」
(文部科学省 )1こよると,市町村別の公立図書館の設置率 (平成23年度)も ,市 98。 3%,町60.1%,

村25.0%であり,町村における図書館の設置が遅れている状況が続いている。さらに,文部科
学省の調査によると,小学校一校当たりの図書購入費 (年間)の平均額を都道府県別に比較す
ると,最低21万円から最高77万円 (平成22年度)と 約56万円の開きが見られるなど,地域間の

差が顕著となつている。

(3)学校図書館資料の整備が不十分
学校図書館資料 (学校図書館法 (昭和28年法律第185号)第 2条に規定する「図書館資料」を
いう。以下同じ。)の整備に関して,学校図書館図書標準 (平成 5年 3月 29日 付け文部省初等

中等教育局長決定)の達成状況は,.第二次基本計画策定時 (平成19年度末)は,小学校で45.2%,

中学校で39。 4%であつたが,「平成24年度学校図書館の現状に関する調査」 (文部科学省)に
よると,平成23年度末は,小学校で56.8%,中学校で47.5%であり,多少改善されているもの
の,依然として,約 5割にとどまっている。

3.第二次基本計画策定後の子どもの読書活動を取り巻く情勢の変化
第二次基本計画の策定からおおむね 5年が経過 し,子どもの読書活動を取り巻く情勢は変化
しているが,そのうち,本計画の推進に当たつて,留意すべき事項として次のようなものがあ
る。

(1)「国民読書年」 (平成22年)の取組
平成20年 6月 の国会決議により,平成22年を「国民読書年」とすることが定められた。同決
議では,読書推進に向けた機運を高めていくため,「政官民が協力のもと,国をあげてあらゆ
る努力を重ねること」が宣言され,図書館をはじめ,様々な場所で国民読書年にちなんだ行事
や取組が推進された。

こうした取組の一環として,平成22年 7月 ,文都科学省に「国民の読書推進に関する協力者
会議」
3が
設置され,同会議の報告書 「人の,地域の, 日本の未来を育てる読書環境の実現の

ために」 (平成23年 9月 )において,人材育成や環境整備等が提言された。

(2)図書館法の改正
平成20年 6月 に図書館法が改正された。主な改正内容としては,図書館が行 う事業として ,
学習成果を活用 して行 う教育活動の機会を提供することを追加 したこと,図書館の運営状況に

関する評価及び改善並びに情報提供に努める規定を整備 したこと,司書及び司書補の資格要件
の見直しを行つたこと,文部科学大臣及び都道府県教育委員会は司書等の資質向上のために必
要な研修の実施に努める規定を整備 したこと等である。

なお,この改正のほか,社会の変化や図書館に対する新たな課題への対応の必要性を受け,
平成24年 12月 に望ましい基準を改正 した。

(3)新学習指導要領の全面実施
平成20年度及び21年度に公示された学習指導要領では,生きる力を育むことを目指 し,基礎
的・基本的な知識及び技能を習得させ ,これらを活用 して課題を解決するために必要な思考力 ,

判断力,表現力等を育むとともに,主体的に学習に取り組む態度を養 うことを重視 している。
このため,学習指導要領においては,各教科等を通 じて言語活動の充実を図ることとし,言

3 国民の読書推進に関する協力者会議 :国民読書年の取組の一環として,今 日の国民の読書や読書環境に関する現状

や課題を把握・分析 し,読書への国民の意識を高める効果的かつ効率的な取組の検討を行 うため,文部科学省生涯

学習政策局に設置された。
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語に関する能力の育成に必要な読書活動を充実することを定めている。

また,幼稚園教育要領 (平成20年文部科学省告示第26号)では,幼児が絵本や物語等に親し
めるようにすることを定めている。

(4)新 しい情報通信技術を活用 した読書環境の拡大
近年の情報通信技術の発達は,子 どもの読書環境にも大きな影響を与える可能性がある。例
えば,平成22年は「電子書籍元年」と呼ばれ,電子書籍が次々に出版され,読書を楽しむため
の新 しい電子端末も相次いで登場した。その後も電子書籍が急速に普及 しつつあることから,

今後の推移について十分留意する必要がある。

さらに,平成24年に著作権法が改正され,国立国会図書館において電子化された所蔵資料の
うち,絶版等資料について,図書館等に対してインターネット送信を行 うことができるように
なつた。

第 3章 基本的方針
読書を通じて,子 どもは読解力や想像力,思考力,表現力等を養 うとともに,多 くの知識を得
たり,多様な文化を理解 したりすることができる。また,書籍や新聞,図鑑などの資料を読み深
めることを通じて, 自ら学ぶ楽しさや知る喜びを体得し,更なる知的探求心や真理を求める態度
が培われる。このため,子 どもが自ら読書に親 しみ,読書習慣を身に付けていけるよう,子ども
の興味 。関心を尊重しながら自主的な読書活動を推進することが重要である。

また,読書は,子 どもが自ら考え,自 ら行動し,主体的に社会の形成に参画していくために必
要な知識や教養を身に付ける重要な契機となる。特に,社会が急激に変化 し,複雑化 していく中
で,個人が読書活動などを通じて,生涯にわたつて絶えず自発的に学ぼうとする習慣を身に付け
ていくことは大変重要である。

このように,知的活動の基礎となる自主的な読書活動は,推進法第 2条や文字・活字文化振興
法 (平成 17年法律第91号)第 1条が規定するように,人格の完成と個人の能力の伸長,主体的
な社会参画を促すものとして,民主的で文化的な社会の発展に不可欠のものである。
以上のような観点から,国及び地方公共団体は,次の取組を通じ,子どもの自主的な読書活動
の重要性を踏まえて,その推進を図る。

1.家庭,地域,学校を通じた社会全体における取組
子どもの自主的な読書活動を推進するためには,家庭,地域,学校を通じた社会全体で取り組
むことが重要である。家庭,地域,学校がそれぞれの役割を果たし,民間団体とも緊密に連携 し,
相互に協力を図ることが求められる。

このような観点から,国及び地方公共団体は,家庭,地域,学校をはじめとして,社会全体で
子どもの自主的な読書活動の推進を図るような取組を推進するとともに,必要な体制の整備に努
める。

2。 子どもの読書活動を支える環境の整備

子どもの読書活動を支える環境には地域間格差が見られることから,地方公共団体が地域の実
情を十分に勘案するなど,施策の方向性や取組を示すことが大切である。
また,子 どもの発達の段階に応 じて,子 ども自身が読書の楽しさを知るきつかけを作 り,読書
の幅を広げ,読書体験を深めるような機会を提供するとともに,そのための環境作りに努めるこ
とが必要である。あわせて,子 どもが読書活動に関心を持つような本を身近に整えることが重要
である。

このような観点から,国及び地方公共団体は,子どもの自主的な読書活動の推進に資するため ,
家庭,地域,学校において子どもが読書に親 しむ機会の提供に努めるとともに,施設,設備その
他の諸条件の整備・充実に努める。

3.子 どもの読書活動に関する意義の普及
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子どもは,大人から民話等の話を聞いたり,読書をする大人の姿を見たりすることで読書意欲
を高めていく。子どもが自主的な読書習慣を身に付けていくためには,特に,保護者,教員,保
育士等子どもにとつて身近な大人が読書活動に理解と関心を持つことが重要である。このため ,

社会全体で読書活動を推進する機運を一層高める必要がある。

このような観点から,国及び地方公共団体は,子 どもの自主的な読書活動を推進する社会的機
運の醸成を図るため,読書活動の意義や重要性について広く普及啓発を図るよう努める。

第 4章 子どもの読書活動の効果的な推進に必要な事項
1.推進体制等
(1)国における子どもの読書活動推進体制
本計画を効果的に推進 していくため,国は,関係府省庁間相互の密接な連携を図るとともに ,

地方公共団体,学校,図書館,民間団体等との連携を更に強化 し,子 どもの読書活動を推進す
るための方策の効果的な推進を図る。また,これらの機関の活動の円滑化を図るため,子 ども
の読書活動を推進するための関連情報を広く収集・提供するよう努める。

子どもの読書活動の状況について,不読率は,平成24年 0月 現在,小学生は4.5%,中学生は
16.4%,高校生は53。 2%と なつているが,今後10年間で不読率を半減 (平成34年度 :小学生 2%
以下,中学生 8%以下,高校生26%以下)させることを目標に,本計画においては,おおむね
5年後に,小学生は 3%以下,中学生は12%以下,高校生は40%以下とすることを目指す。
あわせて,読書の量を増やすことのみならず,子 どもの読書の幅を広げ,読書の質を高めて
いくことが必要である。

(2)地域における子どもの読書活動推進体制
推進法第 9条の規定により,都道府県及び市町村は,それぞれ,都道府県推進計画又は市町
村推進計画を策定するよう努めなければならないとされている。平成23年度末時点で,都道府
県推進計画は,全都道府県において策定されており,域内の子どもの読書活動の推進の状況等
を踏まえ,必要に応 じて見直しが進められている。
他方,市町村推進計画の策定率は,53。 8%(市の策定率は71,1%,町村は38。 8%)(平 成23年
度末)と なつており,地域における取組の差が顕著である。
このため,未策定の市町村は,地域の実情を踏まえつつ,本計画及び都道府県推進計画を基
本として,市町村推進計画を策定するよう努める。
国及び都道府県は,本計画期間中に,市にあつては100%,町村にあつては70%以上の地方公
共団体において市町村推進計画が策定されるよう促す。

また,都道府県及び市町村は,都道府県推進計画又は市町村推進計画において,子どもの読
書活動の推進について,可能な限り具体的な目標を設定し,その達成状況等に関し点検及び評
価を行 うよう努める。

あわせて,都道府県及び市町村は,本計画及び都道府県推進計画又は市町村推進計画を推進
するに当たり,学校,図書館,民間団体が相互に情報交換等を行 うための総合的な推進体制が
整備されるよう支援する。

さらに,地方公共団体間における各種情報の交換等が円滑に行われるよう,都道府県及び市
町村は,それぞれの役割に応 じ,相互の連携・協力体制の整備に努める。   特に,市町村
は,身近な地方公共団体としての重要な役割に鑑み,市町村相互の連携 。協力体制の整備を積
極的に推進することが求められる。

(3)子どもと本をつなぐネットワーク活動に対する支援
民間団体が相互に連携・協力を図り,地方公共団体との連携を更に強化することは,それぞ
れの団体の活動内容を充実させるとともに,子どもの読書活動の一層の推進に資することとな
る。そこで,国及び地方公共団体は,子 どもと本をつなぐ全ての人の連携 。協力の促進を図る
ため,その体制の整備の推進を支援する。
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2.財政上の措置
国は,本計画に掲げられた各種施策を実施するため,必要な財政上の措置を講ずるよう努め
るとともに,地方公共団体が地域の実情に応 じて自主的に実施する子どもの読書活動の推進に
関する施策のための費用について,必要な財政上の措置を講ずるよう努める。
その際,本計画に掲げられた各種施策について, 目的と手段を十分見極め,最小の経費で最
大の効果を上げる観点から,有効性を検証するよう努める。

第 5章 子どもの読書活動の推進のための方策
I家庭における子どもの読書活動の推進
1.子どもの読書活動の推進における家庭の役割
子どもの読書習慣は日常の生活を通して形成されるものであり,読書が生活の中に位置付け
られ継続 して行われるよう,保護者が配慮 。率先して子どもの読書活動の機会の充実及び読書
活動の習慣化に積極的な役割を果たしていくことが必要である。

このため,家庭においては,読み聞かせをしたり,子 どもと一緒に本を読んだり,図書館に
出向いたりするなど,工夫して子どもが読書に親 しむきつかけを作ることが重要である。また ,
定期的に読書の時間を設けるなどして家族で読書の習慣付けを図つたり,読書を通じて家族で
感 じたことや考えたことを話 し合つたりするなど,読書に対する興味や関心を引き出すように
子どもに働き掛けることが望まれる。なお,家庭における読書活動の取組は家族間のコミュニ

ケーションを深めることにもつながるものである。

2.家庭における子どもの読書活動の推進のための取組
子どもの自主的な読書活動を推進するためには,最も身近な存在である保護者が,子 どもと
共に読書の楽しさを分かち合い,読書に親しむことが有効である。
このため,図書館における保護者を対象とした講座や市町村が実施する子どもの発達の段階
に応 じた家庭教育に関する講座及び職場における家庭教育に関する講座の開催の促進,子育て
支援の一環として図書館や公民館等において行われる読み聞かせ会などの親子が触れ合 う機会

の提供の促進など,これらの取組を通じて,読み聞かせの楽しさや読書の重要性についての理
解の促進を図る。

また,幼稚園,保育所等においても,読み聞かせや読書の大切さ,意義について保護者に対
し広く普及を図る。

さらに,国のホームページなどを活用し,保護者に対して,家庭における読み聞かせや,子
どもが読書の時間を持つよう家庭で習慣付けることの重要性について情報提供を行い,理解の

促進を図る。

加えて,家庭における子どもの読書活動の推進を図るきつかけとして,乳幼児への読み聞か
せの方法等を説明しながら保護者に絵本を手渡す「ブックスター ト」運動が普及 しつつあるが ,

図書館,保健所,保健センター,ボランティア団体等の様々な機関が連携・協力してこのよう
な取組が実施されることが望まれる。

Ⅱ 地域における子どもの読書活動の推進

1。 図書館

(1)子 どもの読書活動の推進における図書館の役割
子どもにとつて,図書館は,その豊富な蔵書の中から読みたい本を自由に選択 し,読書の楽
しみを知ることができる場所である。また,保護者にとつても,子 どもに読ませたい本を選択
したり,子 どもの読書について司書や司書補に相談したりすることができる場所である。
さらに,図書館は,子 どもやその保護者を対象とした読み聞かせ会,講座,展示会等を実施
するほか,子 どもの読書活動を推進する団体の支援や,多様なボランティア活動等の機会や場
所の提供,それらの活動を円滑に行 うための研修等も行つてお り,地域における子どもの読書
活動を推進する上で重要な役割を果たしている。このような取組は,引 き続き,図書館におい
て充実させていくことが求められている。
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(2)図書館における子どもの読書活動の推進のための取組
① 読書活動に関する情報提供

地域における子どもの読書活動を推進するためには,図書館が所蔵する児童 。青少年用図書
及び乳幼児向けの図書 (以下 「児童・青少年用図書等」という。)に関する情報や読み聞かせ
会の開催等,子 どもの読書活動の機会に関する情報をパンフレット等で積極的に住民に提供す
ることが重要である。また,図書館のホームページの開設やメールマガジンの発行等,イ ンタ
ーネットを活用した情報発信も充実させるよう努める。

平成23年度現在,ホームページを開設している図書館は70。 7%に とどまっており (平成23年
度文部科学省社会教育調査),全 ての図書館において,イ ンターネット等を活用 した子どもの
読書活動に関する積極的な情報提供が行われるよう促す。

② 図書館相互や関係機関との連携・協力

子どもの読書環境をより充実させるため,図書館相互の連携・協力のみならず,学校図書館
や公民館図書室等とも連携・協力し,蔵書の相互利用や事業の共同開催を行 うよう努める。
また,図書館は,民間団体,保健所,保健センター,保育所等と積極的に連携・協力し,取
組の充実に努めることも重要である。これらの機関においても,子 どもが利用しやすい環境整
備,児童 。青少年用図書等の整備に取 り組むとともに,子 どもの読書活動に資する行事や講座
等の充実,資料の展示等の取組が行われることが望ましい。
国及び地方公共団体は,図書館と関係機関が連携 して行 う子どもの読書活動を推進する様々

な取組の実施を促す。

③ 学校図書館との連携・協力

学校図書館は,児童生徒にとつて身近な場所であり,読書指導の場としての機能も備えてい
ることから,子どもが質の高い読書活動を行 う機会を提供する場所となり得る。このため,図
書館と学校図書館が連携 。協力することが重要である。

図書館は,学校図書館との連携・協力体制を強化 し,団体貸出しや相互貸借を行 うとともに ,

図書館職員が学校を訪問し読み聞かせを行 うなどの取組を積極的に行 うよう努める。

④ ボランティア活動の促進

平成23年現在,図書館においてボランティア活動を行 う者は,年間延べ11万 2,085人 に上り,
読み聞かせや代読サービス等の多様なボランティア活動が行われている (平成23年度文都科学

省社会教育調査)。 図書館におけるボランティア活動は,子 どもの読書活動の推進にも大きな
役割を果たしていることに鑑み,図書館は,ボランティアの登録制度の導入等により,多様な
ボランティア活動を行 うための機会や場所を提供し,それらの活動を円滑に行 うための研修等
も実施するよう努める。

また,各地域において,地域のボランティアを中心に学校の教育活動を支援する「学校支援
地域本部」や,放課後の様々な学習や体験活動の場を提供する「放課後子ども教室」等の教育
支援活動が進められており,学校図書館等の支援や読み開かせの実施等,子どもの読書活動の
推進に資する取組を行つている例もある。図書館は,これらの取組とも積極的に連携・協力す
るとともに,必要に応 じて,子 どもの読書活動に関する研修の機会を提供することが望ましい。

(3)子 どもの読書活動の推進のための図書館の機能強化
① 公立図書館の整備

地域における子どもの読書活動を推進するためには,子どもが読書活動をより身近に感 じら
れる環境を整備 していくことが重要である。

望ましい基準では,市町村は,住民に対して適切な図書館サービスを行 うことができるよう,

市町村立図書館及び分館等の設置に努めることや,都道府県は,市町村に対 して市町村立図書
館の設置及び運営に関する必要な指導・助言等を計画的に行 うことなどが規定されている。
「平成23年度社会教育調査」 (文部科学省)に よると,我が国の図書館数は,平成23年現在
3,274館であり,昭和38年以降下貫して増加 している。地方公共団体ごとの設置率では,都道府
県立は100%,市立は98.3%であるが,町立は60。 1%,村立は25,0%と ,いまだ町村立図書館の
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設置は十分に進んでいないのが現状である。

公立図書館が未設置の市町村においては,住民の生活圏,図書館の利用圏等を十分考慮し,
公立図書館の設置について積極的に取り組むことが望まれる。また,既に公立図書館を設置し
ている都道府県及び市町村においても,地域の実情に応 じて,分館の設置や移動図書館の活用
等により,子 どもの読書活動を一層推進するための乗境整備を図るよう努める。なお,公民館
図書室等は地域の身近な読書施設として機能 していることも多いことから,公立図書館と連携
し,児童 。青少年用図書等の整備に努めるほか,地域のボランティア等と連携 。協力 し,読み
聞かせ等の子どもの読書活動の機会を提供する取組の実施に努めることが望ましい。

都道府県は, とりわけ町村立図書館の設置が十分に進んでいない現状を踏まえ,公立図書館
が未設置の市町村に対 して必要な指導・助言等を行い,市町村立図書館の設置を促す。国は ,
読書活動の推進を担う機関として図書館が果たす役割の重要性について,広く国民の理解を得
るよう努める。

② 図書館の資料,施設等の整備・充実
図書館は,図書館法や望ましい基準等を踏まえ,主に次の観点により,地域における子ども
の読書活動の推進における中心的な役割を果たすよう努める。

ア 図書館資料の整備

図書館は,多様な利用者及び住民の要望や地域の実情に十分留意し,十分な量の児童・青少
年用図書等を含む図書館資料を整備 して,充実した図書館サービスの提供に努める。
公立図書館の図書館資料の整備については,地方交付税措置が講じられており,地方公共団
体は,公立図書館の図書館資料の計画的な整備が図られるよう引き続き努める。
イ 移動図書館の活用

移動図書館によるサービスは,図書館から遠い地域に住む子どもなど,よ り多くの子どもに
読書の機会を提供することを可能とするものである。

地方公共団体は,住民の生活圏,図書館の利用圏等を十分に考慮し,必要に応 じて移動図書
館を活用し,子 どもの読書環境の整備に努める。移動図書館を運行する場合は,運行回数の増
大やサービスポイン ト

4の
拡充に努め,子 どもやその保護者の視点に立ったきめ細やかな図書

館サービスの提供を図る。

ウ 情報化の推進
コンピューターやインターネット等の利用は,図書館における子どもの読書活動をより充実
したものとすることができる。平成23年現在,来館者が利用できるコンピューターを設置して
いる都道府県立図書館は96。 7%,
市町村立図書館は90。 1%であり,いまだに導入 していない図書館も存在する (平成23年度文
都科学省社会教育調査)。 また,子 どもがより主体的に読みたい本を選択するために有効な手
段であるオンライン閲覧目録 (OPAC)の導入率は,都道府県立図書館で96,7%,市町村立図書館
で87.3%である (平成23年度文部科学省社会教育調査)。

いずれも,充実した図書館サービスの提供には欠かせないものであり,全ての図書館でこれ
らの設備やサービスが設置及び導入されるよう努める。
工 子どもの利用のためのスペース等の整備

平成23年現在,児童室を設置している図書館の割合は62。 9%である (平成23年度文部科学省
社会教育調査)。 子どもにとつて,図書館をより利用しやすいものとするため,図書館は,子
どもの利用のためのスペースの確保に努める。

地方公共団体は,子育て施策や福祉施策等の担当部局等との連携・協力を図り,子どもにと
つて利用しやすい図書館の整備を促す。

オ 障害のある子どものための諸条件の整備・充実

障害のある子どもに対するサービスとして,図書館においては,点字資料,大活字本,録音

4サ_ビスポイント:貸出しやレファレンス・サービス等,直接利用者に対する図書館サービスが行われる場所,あ

るいは図書館と利用者との接点となる施設。
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資料,手話や宇幕入 りの映像資料等の整備・提供,手話・筆談等によるコミュニケーションの

確保,図書館利用の際の介助,図書館資料等の代読サービスの実施等に努める。
「平成23年度社会教育調査」 (文都科学省)に よると,平成23年現在,施設 。設備について
は,障害者用 トイレや点字による案内等のいずれかのバ リアフリー関係設備を所有する図書館
は92,4%に上るものの,録音図書を所有する図書館は17.6%,点字図書等を所有する図書館は
34。 4%,拡大読書器・拡大鏡を所有する図書館は47,0%に とどまっている。このため,図書館
においては,障害のある子どもが利用しやすい施設 。設備を整備するよう努める。
力 運営の状況に関する評価等の実施

図書館は,その運営に関する適切な目標を設定し,達成状況等に関し自ら点検及び評価を行
い,子 どもやその保護者をはじめとするあらゆる利用者に,よ り充実した読書活動の機会を提
供するよう努める。

目標の設定に際しては,図書館サービスその他図書館の運営や子どもの読書活動の推進に係
る指標を積極的に選定するよう努めるほか,当該図書館を利用する子どもやその保護者を含む

多様な主体による点検及び評価が行われるよう努める。

③ 司書及び司書補の専門的職員の配置・研修

ア 司書及び司書補の適切な配置

司書及び司書補は,児童・青少年用図書等をはじめとする図書館資料の選択 。収集・提供 ,
読み開かせ等子どもの読書活動の推進に資する取組の企画・実施,子どもの読書に関する保護
者の相談への対応など,子 どもの読書活動の推進における重要な役割を担つている。
公立図書館の職員の配置については,地方交付税措置が講じられており,地方公共団体は ,
司書及び司書補の適切な配置に引き続き努める。国は,司書及び司書補の専門性や,その役割
の重要性について改めて周知を図り,積極的な配置を促す。
イ 司書及び司書補の研修の充実

司書及び司書補は,図書館における専門的職員として,児童 。青少年用図書等を含む図書館
資料に関する広範な知識や,子どもの発達の段階に応 じた図書の選択に関する知識,子 どもの

読書指導に関する知識 。技術等を身に付け,子どもや保護者に対して,図書に関する案内や助
言を行 うとともに,子どもの読書活動に関する相談等に応 じるよう努める。さらに,学校と積
極的に連携 し,児童生徒や教職員に読み聞かせや本の案内,図書館の利用にういてのガイダン
スを行 うなど,子どもの読書活動がより活発となるよう,様々な取組を行 う。
国及び都道府県教育委員会は,司書及び司書補がこれらの役割を果たすために必要な資質・

能力の向上を図るため,継続的・計画的な研修を実施するよう努める。

2。 その他

(1)子 どもの読書活動の推進における「国際子ども図書館」の役割
国立国会図書館 「国際子ども図書館」では,納本制度による児童 。青少年用図書等の収集・

保存,外国の児童 。青少年用図書等の広範な収集,関連資料の収集・保存を行 うほか,公立図
書館や大学図書館に対する支援や 「学校図書館セット貸出し」事業等の学校図書館に姑する支

援を行つている。

また,「国際子ども図書館」は,イ ンターネットによる児童 。青少年用図書等に係る各種情
報の提供,全国の図書館職員に対する講座の実施,講師の派遣等を行 うとともに,情報交換の

場の提供等を通じて全館種を対象とした図書館協力を進めるなど,「児童書のナショナルセン

ター」としての役割を担つている。このため,「国際子ども図書館」は,図書館,学校図書館
等との連携・協力を推進する。

(2)子 どもの読書活動の推進における大学図書館の役割
子どもの読書活動を推進する上で,大学図書館が有する知見や資料を活用することは有効で
ある。このため,大学図書館は一般開放や所蔵資料の図書館への貸出しなど,地域や図書館と
大学図書館の連携・協力を推進する。

(3)子 どもの読書活動の推進における児童館の役割
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児童館
5は ,子 どもに健全な遊びを与えて,その健康を増進 し,又は情操を豊かにすることを

目的とした施設である。児童館の図書室では,児童・青少年用図書等を活用した様々な活動が
行われている。とりわけ,保護者や地域のボランティアによる読み聞かせやお話会等の活動は ,

図書館における諸活動と同様,子 どもが読書に親 しむ契機となつているため,地方公共団体は ,

これらの活動が一層推進されるよう促す。

Ⅲ 学校等における子どもの読書活動の推進

1.幼稚園・保育所等
(1)子 どもの読書活動の推進における幼稚園,保育所等の役割
乳幼児期に読書の楽しさを知ることができるよう,幼稚園,保育所等は,幼稚園教育要領及
び保育所保育指針 (平成20年厚生労働省告示第141号)に基づき,乳幼児が絵本や物語に親 しむ
活動を積極的に行 うことが期待される。

あわせて,幼稚園,保育所等で行つている未就園児を対象とした子育て支援活動の中でも,
読み聞かせ等を推進するとともに,保護者に対し,読み聞かせ等の大切さや意義を広く普及す
ることが求められる。

また,異年齢交流において,小中学生が幼稚園,保育所等の乳幼児に読み聞かせを行 うなど,

子どもが絵本や物語に触れる機会が多様になるよう工夫することも重要である。

なお,平成24年 8月 に就学前の子どもに関する教育,保育等の総合的な提供の推進に関する
法律 (平成18年法律第77号)の一部を改正する法律が成立したことにより,新たに幼児期の学
校教育・保育を行 う施設として位置付けられた幼保連携型認定こども園においても,幼稚園 ,
保育所 と同様に幼児が絵本や物語に親 しむ活動を充実することを促す。

(2)幼稚園,保育所等における子どもの読書活動の推進のための取組
幼稚園教育要領及び保育所保育指針の理解を促進すること等を通じて,幼稚園,保育所等に
おいて幼児が絵本や物語に親 しむ活動の充実を促す。また,幼稚園,保育所等における図書の
整備への支援を行 うことで,幼稚園,保育所等において絵本や物語に親 しむ環境の整備を図る。

幼稚園,保育所等においても,乳幼児が絵本や物語に親 しむ機会を確保する観点から,安心
して図書に触れることができるようなスペースの確保に努めるとともに,保護者,ボランティ
ア等と連携・協力するなどして,図書の整備を図るよう促 していく。また,幼稚園,保育所等
は図書館の協力を得て,発達の段階に応 じた図書を選定することが望ましい。

2.小学校 。中学校 。高等学校等
(1)子 どもの読書活動の推進における学校の役割
子どもの読書習慣を形成 していく上で,学校はかけがえのない大きな役割を担っている。学
校教育法 (昭和22年法律第26号)においても,義務教育として行われる普通教育の日標の一つ
として,「読書に親 しませ,生活に必要な国語を正しく理解 し,使用する基礎的な能力を養 う
こと」 (第 21条第 5号)が規定されている。
子どもが生涯にわたつて読書に親 しみ,読書を楽しむ習慣を形成するため,学校においては ,

子どもが自由に読書を楽しみ,読書の幅を広げていくことができるような環境を整備 し,適切
な支援を行 うことが求められる。

また,平成20年及び21年に公示された学習指導要領においては,各教科等の学習を通じ,記
録,説明,批評,論述,討論等の言語活動を充実することとされており,発達の段階に応 じた
体系的な読書指導を行 うことが求められている。

このように,全ての子どもの読書活動を支援 し,読書指導を充実することにより,読書の量
を増やすことのみならず,読書の質をも高めていくことが学校に求められる役割であることを
踏まえ,学習指導要領等を踏まえた積極的な読書活動の推進に取り組むことが求められる。

5児童館 :児童福祉法第40条に規定する児童厚生施設の一つであり,「児童に健全な遊びを与えて,そ の健康を増進

し,又は情操を豊かにすることを目的とする施設Jの こと。

-61-



(2)学校における子どもの読書活動の推進のための取組
① 児童生徒の読書習慣の確立・読書指導の充実

小学校 。中学校・高等学校等の各学校段階において,児童生徒が生涯にわたる読書習慣を身
に付け,読書の幅を広げるため,読書の機会の拡充や図書の紹介,読書経験の共有により,様々

な図書に触れる機会を確保することが重要である。具体的には ,

O既に 3万校を超える学校で実践されている全校一斉の読書活動
○学校において推薦図書コーナーを設けること

O児童生徒が相互に図書を紹介し,様々な分野の図書に触れる機会を増やすこと
O卒業までに一定量の読書を推奨するなどの日標を設定すること等,児童生徒が自主的に自由
な読書を楽しみながら学校や家庭における読書習慣を確立し,更に読書の幅を広げる取組の実
施を促 していく。

また,各学校においては,言語活動の充実を図る学習指導要領の趣旨を踏まえ,各教科等に

おいて学校図書館の活用を拡大し,言語に関する能力の育成や,人間形成や情操の涵養に重要
な読書活動を推進することが要請される。

このような認識を学校全体で共有し,様々な文章や資料を読んだり調べたりするなど多様な
読書活動を各教科等の指導計画に位置付けることにより,国語科を中核としつつ,全ての教科
等を通 じて,児童生徒の発達の段階に応 じた体系的な読書指導を推進する。
各教科等における学校図書館を活用 した学習活動や, 日々の読書指導の充実を図つていくた

めには,司書教諭や学校図書館担当職員 (いわゆる学校司書)のみならず全ての教職員が連携
し,学校全体で児童生徒の学習活動 。読書活動を推進していく体制を整備することが重要であ
る。各学校における校内研修や研究会等を通 じた教職員間の連携を促すとともに,読書指導に
関する研究協議や先進的な取組例の紹介等により,教職員の意識の高揚や指導力の向上,学校
図書館を活用 した指導の充実等に努める。

海外の日本人学校においても,児童生徒が豊かな読書活動を体験できるよう,図書の整備や

読書活動の実践事例の紹介など児童生徒の自主的な読書活動に資する取組を推進する。

② 障害のある子どもの読書活動の推進

障害のある子どもが豊かな読書活動を体験できるよう,障害の状態に応 じた選書や環境の工

夫,視聴覚機器の活用,ボランティアによる読書支援等の優れた実践事例の紹介等により,特
別支援学校等における読書活動支援の推進を図る。また,視覚障害教育情報ネットワーク

6の

活用などにより,各特別支援学校で作成 した点字図書や全国の点字図書館等の点字データの相
互利用,教材作成に関する情報提供等を促す。
③ 家庭・地域との連携による読書活動の推進

子どもの読書活動を推進 していく上で,学校が家庭・地域と連携して地域ぐるみで子どもの

読書活動を推進することが重要である。例えば,近年,各地域において実施されている「学校
支援地域本部」は,地域のボランティア等が中心となり学校の教育活動を支援する取組である
が,こ の取組は,学校図書館等の支援を通じて児童生徒の読書活動の推進に資する一例である。

「平成24年度学校図書館の現状に関する調査」 (文都科学省)によれば,平成24年 5月 現在 ,

小学校の81.2%,中学校の27.2%で,保護者や住民によるボランティア活動が行われている。
多様な経験を有する地域の人材の協力を得ていくことにより,児童生徒の読書に親 しむ態度
の育成や読書活動の推進に資する様々な活動を推進 していくことが可能となる。このため,「ブ

ック ト_ク 」7活動,「ス トー リーテ リング」活動
',学
校図書館に関する広報活動,図書情報

6視覚障害教育情報ネットワーク :独立行政法人国立特別支援教育総合研究所が運用するインターネット上のサイ ト。

視党障害教育全般についての教材データ等の提供や視覚障害関連機関の情報交換を行 う。

7ブ ック ト_ク :子 どもや成人の集団を封象に,あ らす じや著者紹介等を交えて,本への興味が湧くような工夫をl疑

らしながら本の内容を紹介すること。

8ス ト_リ ーテリング :語 り手が物語を暗記 し、本を見ずに子どもに開かせるもので、子どもは頭の中でいるいろな

場面を想像 しながら聞くことができる。
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のデータベースの作成などの活動について,地域のボランティア等の人材が十分に活動できる
よう支援していく。

また,地域の図書館やボランティア等と連携 して,各地域で参考となるような事例の紹介・
普及を図り,地域が一体となつた子どもの読書活動の推進を図る。

(3)子 どもの読書活動の推進のための学校図書館の機能強化
学校図書館は,児童生徒の想像力を培い,学習に対する興味 。関心等を呼び起こし,豊かな
心を育む自由な読書活動や読書指導の場である「読書センター」としての機能と,児童生徒の
自発的,主体的な学習活動を支援 し,教育課程の展開に寄与する「学習・情報センター」とし
ての機能を果たし,学校教育の中核的な役割を担 うことが期待されている。特に,学校教育に
おいては,児童生徒が自ら考え,主体的に判断し,行動できる資質や能力などの「生きる力」
を育むことが求められており,学校図書館には,様々な学習活動を支援する機能を果たしてい
くことが求められる。

さらに,児童生徒が生き生きとした学校生活を送れるようにするため,また,児童生徒のス
トレスの高まりや生徒指導上の諸問題へ対応するため,自 由な読書活動の場である学校図書館
について「,いの居場所」としての機能を更に充実させていくことが期待されている。

① 学校図書館の資料,施設等の整備・充実
ア 学校図書館資料の整備・充実

児童生徒の豊かな読書経験の機会を充実していくためには,児童生徒の知的活動を増進し,
様々な興味・関心に応える魅力的な学校図書館資料を整備・充実させていくことが必要である。

また,各教科,道徳,外国語活動,総合的な学習の時間,特別活動において多様な教育活動を
展開していくためにも,学校図書館資料を充実していくことが求められている。
このため,文部科学省において,平成24年度から28年度までを期間とする新たな「学校図書
館図書整備 5か年計画」が策定され,公立義務教育諸学校の学校図書館資料について,新たな
図書等の購入に加え,情報が古くなつた図書等の更新を行 うこととして,単年度約200億円,5
年間で総額約1,000億 円の地方交付税措置が講じられている。

学校図書館図書標準の達成が十分でない状況 (平成23年度末 :小学校 56。 8%,中学校47.5%)
を踏まえ,地方公共団体においては,学校図書館資料の計画的な整備が図られるよう,引 き続
き努め,本計画期間中に,全ての学校図書館において学校図書館図書標準の達成を目指す。
また,新たな「学校図書館図書整備 5か年計画」においては,学校図書館への新聞配備のた
め,単年度約15億円,総額約75億円の地方交付税措置が新たに講じられた。学校図書館に新聞
を配備 している学校は,平成24年 5月 現在,小学校で約24.5%,中学校で約19%であり (平成
24年度文部科学省学校図書館の現状に関する調査),新 聞を活用した学習を行 うための環境が
十分には整備されていないことを踏まえ,学校図書館への新聞配備の充実を促す。
なお,私立学校についても,学校図書館資料の整備が促進されるよう支援を図つていく。
イ 学校図書館施設の整備・充実

学校図書館施設については,読書スペースの整備が進められるよう,新増築を行 う際や余裕
教室等を学校図書館に改修する際に国庫補助を行つている。

また,国は,学校図書館の施設整備に関する先進的な事例を紹介すること等により,各学校
における多様な読書活動を促す施設整備の取組を支援する。

ウ 学校図書館の情報化

学校図書館にコンピューターを整備 し,学校図書館図書情報をデータベース化したり,他校
の学校図書館や図書館とオンライン化したりすることにより,自校の学校図書館のみならず ,
地域全体での図書の共同利用や各種資料の検索,多様な興味 。関心に応える図書の整備等が可
能となる。 「平成24年度学校図書館の現状に関する調査」 (文部科学省)によると,平成24年
5月 現在,児童生徒が使用可能なコンピューターを整備 している学校図書館の割合は,小学校
で38,7%,中学校で35.5%,高等学校で69。 1%である。また,児童生徒が使用可能なコンピュ
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―ターのうちインターネットに接続されているコンピューターの割合は,小学校で92.3%,中
学校で89.5%,高等学校で86.7%であり,学校図書館の図書情報をデータベース化している公
立学校は,小学校で64.1%,中学校で65,1%,高等学校で87.2%である。
学習指導に用いる公立学校の教育用コンピューターの整備については,従来,地方交付税措
置による整備が進められてお り,引 き続き,学校図書館への効果的な配置を進める。また,学
校図書館,コ ンピューター教室,普通教室,特別教室等を校内LANで接続 し,学校内のどこにあ
つても学校内外の様々な情報資源にアクセスできる環境の整備にも努めるとともに,学校のイ
ンターネット接続環境についても,児童生徒の調べ学習などの活動を展開していく上で大きな
効果があることから,引 き続き整備を促進する。
これらの学校図書館の情報化を推進 し,他校の学校図書館や地域の図書館等との連携を通 じ
て,学校図書館資料の共同利用や学校を越えた相互利用の促進 。普及を図る。
② 学校図書館の活用を推進していくための人的配置の推進

子どもの読書活動の推進に当たつては,読書の楽しさや本のすばらしさ,本を使つて調べ ,
学ぶことを教える大人の存在が極めて重要である。本の世界への案内役となる専門的な知識

。

技能を持つた職員がいることで,学校図書館は,よ リー層その機能を発揮することが可能とな
る。学校図書館の運営に当たつては,校長のリーダーシップの下,司書教諭が中心となり,教
員,学校図書館担当職員,ボランティア等が連携・協力して,それぞれの立場から,学校図書
館の機能の充実を図つていくことが重要である。

ア 司書教諭の配置

司書教諭は,学校図書館資料の選択 。収集・提供のほか,学校図書館を活用した教育活動の
企画の実施,教育課程の編成に関する他教員への助言等,学校図書館の運営・活用について中心
的な役割を担 うことから,その配置の促進を図ることが必要である。
学校図書館法第 5条及び附則第 2項の規定により,平成15年度以降,12学級以上の学校 (小
学校,中学校,高等学校,中等教育学校及び特別支援学校)に ,司書教諭を必ず配置しなけれ
ばならないこととされているが,司書教諭が発令されていない学校における有資格者の発令が

促進されるよう,司書教諭の講習を引き続き進める。
また,司書教諭が学校図書館の運営に十分な役割を果たすことができるよう,教職員の協力
体制の確立や校務分掌上の配慮などの工夫を促すとともに,司書教諭の役割等について理解を
図る。

イ 学校図書館担当職員 (いわゆる学校司書)の配置
学校図書館活動の充実を図るためには,専ら学校図書館に関する業務を担当する職員である
学校図書館担当職員 (いわゆる学校司書)を配置して,司書教諭と連携 しながら,多様な読書
活動を企画 。実施 したり,学校図書館サービスの改善・充実を図つたりしていくことが有効で
ある。

厳 しい財政状況にあるものの,学校図書館担当職員を配置する公立小中学校は近年一貫して
増加 しており,市町村において,児童生徒と本をつなぐ役割を果たす学校図書館担当職員の必
要性が強く認識されていることがうかがえる。こうした状況を踏まえ,公立小中学校に学校図
書館担当職員を配置するための経費として,平成24年度から新たに単年度約150億円の地方交付

税措置が講じられている。地方公共団体は,こ うした措置の趣旨に鑑み,学校図書館の活性化
を図り,児童生徒の読書活動を適切に支援するため,学校図書館担当職員の更なる配置に努め
るとともに,研修の実施など学校図書館担当職員の資質・能力の向上を図るための取組を行 う
ことが期待される。

Ⅳ 民間団体の活動に対する支援

1.子どもの読書活動の推進における民間団体の役割
民間団体は,子どもの読書活動に関する理解や関心を高めるとともに,子 どもが読書に親 しむ
様々な機会を提供するなど,子 どもの自主的な読書活動を推進することに大きく寄与している。
例えば,全国レベルでは,読書週間等のキャンペーン,読書感想文コンクール,家庭での読み聞
かせを積極的に推奨する運動,全国各地を訪問して行 う読み開かせ,フ ォーラムの開催,読書指
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導員の養成等が行われ,最近では,書評合戦 (ビブリオバ トル)の ように,読むことにとどまら
ず言葉の力や表現力を競う新しい取組が広がっている。地域レベルでは,自発的に組織された約
6,300の グループにおいて,草の根的に文庫活動,読み聞かせ等が行われている (平成20年度社
団法人読書推進運動協議会全国読書グループ総覧)。

2.民間団体の活動に対する支援
国は,読書の意義や効果,読書から離れがちな中学生・高校生の世代の読書活動を推進する方
策,情報通信技術の急速な発展が子どもの読書活動に与える影響に関する調査研究等の取組を進
める。また,読書活動に関連するボランティアのより広範な活動を促すとともに,民間団体の取
組を周知し,社会全体での取組を促す。
さらに,子どもの読書活動の推進を図る民間団体の活動をより充実させるとともに,民間団体
がネットワークを構築して実施する情報交流や合同研修などの促進を図るため「子どもゆめ基

金」
9をはじめとした助成などにより,これら民間団体の活動を支援する。
また,地方公共団体においては,域内のボランティアグループや企業の社会貢献活動の取組な
どの状況を把握するとともに,子 どもの読書活動を推進する活動で公共性が高いと認められるも
のについては,活動の場の確保のため,域内の公民館等の公共施設の利用に便宜を図るなど,奨
励方策を講ずることが期待される。

V普 及啓発活動
1.普及啓発活動の推進
(1)「子ども読書の日」を中心とした全国的な普及啓発の推進
「子ども読書の日」 (4月 23日 )は,「国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理
解を深めるとともに,子 どもが積極的に読書活動を行 う意欲を高めるため」 (推進法第10条第 1
項)に設けられたものである。
このため,国及び地方公共団体は,「子ども読書の日」の趣旨にふさわしい事業を引き続き実
施するよう努めるとともに,文字・活字文化についての関心と理解を深めるために設けられた「文

字・活字文化の日」 (10月 27日 )においても,その趣旨にふさわしい行事が国民の間で実施され
るよう努める。

また,国は,地方公共団体,学校,図書館,民間団体と連携を図りながら,ポスター等の作成 。

配布等を通じて全国的な普及啓発を図る。

(2)各種情報の収集・提供
国及び地方公共団体は,子 どもの読書活動の実態や,地方公共団体,学校,図書館,民間団体
における様々な取組,並びに家庭読書,書評合戦 (ビブリオバ トル)及びブック トーク等の先駆
的 。モデル的な取組に関する情報を収集するとともに,子 どもの読書活動の推進に関する専用の
ホームページを活用し,情報を広く提供するなど,各種情報の収集・提供に努める。
近年,注目を集めている取組として,家庭読書と書評合戦 (ビブリオバ トル)が挙げられる。
家庭読書とは,家族の絆づくりを目的として,家族で本を読み,その本について家族で話 し合 う
活動
10であり,平成21年度からは毎年各地で 「家読サミット」が開催されているH。 また,書評

9子 どもゆめ基金 :独立行政法人国立青少年教育振興機構に設置され,青少年教育に関する民間団体が実施する読書

活動や体験活動に対して助成金を交付する。

10地方公共団体によつては,家庭読書を市町村推進計画に盛 り込み,パ ンフレットの作成・ 配布や家庭読書に関わ

る作品募集・ コンクールの開催などに取り組んでいるところもある。

11「家読 うちどくサ ミット」は,佐賀県伊万里市 (平成21年度),次城県大子町 (平成22年度),青森県板柳町 (平
成23年度),埼 玉県三郷市 (平成24年度)で開催されている。
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合戦 (ビブリオバ トル)柁とは,各 自が本を持ち寄つて集まり,本の面白さについて 5分程度で

プレゼンテーションし合い,一番読みたくなつた本を参加者の多数決で決定する書評会であり,
大学,地方公共団体,図書館等で広がりつつあるが,こ うした取組が全国に普及することが望ま

れる。

このほか,国,地方公共団体,学校,図書館,民間団体は,子どもの読書活動を通じて相互理

解と友情を深めることを目的とした国際交流を推進するよう努める。

2.優れた取組の奨励
国は,子 どもの読書活動の推進に関し,優れた取組等を行つている者を表彰又は顕彰すること

により,関係者の取組の意欲を更に高め,活動内容の充実を図るとともに,広く国民の間に子ど

もの読書活動についての関心と理解を深める。

(1)優れた取組に対する表彰等
国は,子どもの読書活動を推進するため,子 どもが読書に興味を持つような活動,関係者の資
質向上のための活動,関係する機関や団体間の連携等において特色ある優れた実践を行つている

学校,図書館,民間団体及び個人に対し表彰を行 うことにより,その取組の奨励を図る。子ども
の読書活動優秀実践校 。図書館・団体 (個人)大臣表彰の平成20年度から24年度までの表彰実績
は合計1,208件である (学校684件 ,図書館241件 ,団体264件 ,個人19人 )。

(2)優良な図書の普及
児童福祉法 (昭和22法第164号)第 8条第 7項の規定により,社会保障審議会では,福祉文化分
科会を設け,児童の福祉に資する出版物を児童福祉文化財として推薦 している。
このような優良な図書は,地域における子どもの読書活動の推進を図る上で有効である。図書
館,児童福祉施設,視聴覚ライブラリー等にリス トを配布することで,優良な図書を家庭 。地域
に周知・普及する。

12書評合戦 (ビブリオバ トル)の基本的なルールは,以下のとおりである。

① 発表者が読んで面白いと思つた本を持つて集まる。

② 順番に一人 5分程度で本を紹介する。それぞれの発表後に参加者全員でその発表に関する意見交換を 2～ 3分

程度行う。

③ 全ての発表が終了した後に,どの本が一番読みたくなつたかを参加者の多数決で決定する。

書評合戦 (ビブリオバ トル)の効果としては,ゲーム感覚で楽しみながら本に関心を持つことができること,自 ら

本を選ぶ力,語る力が育つこと,読んでみたいと思える本に出会える機会が増えること等が挙げられる。
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資料編 6 岩国市子どもの読書活動推進計画策定委員会設置要綱 (抜粋)

(設置)

第 1条 子どもの読書活動の推進に関する法律 (平成 13年法律第 154号)第 9条第 2項の規定に基づ
き、岩国市子どもの読書活動推進計画 (以下「計画」という。)を策定するに当たり、関係者及び知

識経験者の意見を聴くため、岩国市子どもの読書活動推進計画策定委員会 (以下「策定委員会」と

いう。)を設置する。
(所掌事項)

第 2条 策定委員会は、計画の策定に関する事項について意見の交換等を行う。
(組織)

第 3条 策定委員会は、委員 15人以内をもつて組織する。
2 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱し、又は任命する。
但)図書館関係者
121 読書活動関係者

131 学校教育関係者

14)子育て支援関係者
151 関係行政機関の職員

16)知識経験者
17)前各号に掲げるもののほか、教育委員会が適当と認める者
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資料編 7 岩国市子どもの読書活動推進計画策定委員会

(1)岩国市子どもの読書活動推進計画策定委員会委員名簿

12)開催状況

資料編 8 岩国市子どもの読書活動推進計画の関係部課

区   分 所属・役職等 氏   名

会長 学校教育関係者 岩国西中学校校長 前田 琢磨
副会長 学校教育関係者 愛宕小学校校長 山田 啓

委員 知識経験者 作家 松田 もとこ

委員 読書活動関係者 ブックスター トボランティア 島津 教恵
委員 読書活動関係者 文庫「そらいろのおうち」主宰 長光 知香子
委員 学校教育関係者 むろのき幼稚園園長 田中 照道
委員 学校教育関係者 高水高等学校教諭 田中 昭江
委員 学校教育関係者 山口県立岩国総合支援学校教諭 藤兼 八千代
委員 学校教育関係者 灘小学校育友会会長 中穂 ゆかり

委員 子育て支援関係者 チャイル ドライン岩国ステーション 中川 啓子
委員 関係行政機関の職員 学校教育課教育指導室主任 森本 忠寿
委員 関係行政機関の職員 生涯学習課生涯学習班長 浜,II 智也

委員 関係行政機関の職員 こども支援課えきまえ保育園副園長 石原 裕子
委員 関係行政機関の職員 健康推進課母子保健力)工長 樋谷 智子
委員 関係行政機関の職員 教育センター次長 中村 美知生

回 日 程 会 議 概 要

第 1回 平成26年 6月 26日
二次計画に基づく実績報告
アンケー ト案協議

第 2回 平成26年 10月 17日
原案についての協議
アンケー ト実施報告

第 3回 平成26年 11月 13日 調整案についての協議

第 4回 平成27年 2月 13日
パブリックコメントを踏まえての

最終協議

部局名 課 名 電話番号 FAX番 号 Eメ ーアレアドレス

健康福祉都
こども支援課 (0827)29-5077 (0827)21=3456 ,idOu@City.iwakuni.IgJp

健康推進課 (0827)24-3751 (0827)22-8588 kenkou@city.iwakuni.igjp

教育委員会

学校教育課 (0827)29-5203 (0827)24-0717 gakkou@city.iwakuni.igjp

生涯学習課 (0827)29-5210 (0827)21-3456 gakushu@city,iwakuni.Igjp

教育センター (0827)43-0901 (0827)43-0902 seisyonen@city.iwakuni.lgjp

中央図書館 (0827)31-0046 (0827)32-4646 info@librarylwakuni.yamaguchijp
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